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＜連絡事項＞
・深夜チーフ変更の連絡
9/13　深夜チーフ　西山光子⇒　松村裕美

9/15　深夜チーフ　松村裕美⇒　西山光子
＜患者様連絡事項＞
・東野　愛様～ロナセンテープ貼付を拒否。経過観察の指示を受ける。
・笹川　清様～定期の経管栄養チューブ交換実施。次回：R2.24(木)予定。
・鈴木　德美様～食事摂取量の低下、尿量の低下があり、主治医より点滴2本処方となる。

＜入院・入室状況＞
【入院】
・松本　貴四郎様～　東B2
・田代　浩太様～　東A8

【転室】

・馬場　貞蔵様～　東C4　→　南C205
 ＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。午前・午後1時間ずつの一時拘束解除を実施。体
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・両上肢拘束中。
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・袴田　将志様～時間隔離中。
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・大久保　恵様～発語や他者との交流はなくほとんど自室にて過ごされている。不穏・奇異な行動は見られない。
・若沢　理子様～幻聴の訴え無いがほとんど自室で過ごす。昨夜は夕食に2時間かけて摂取と情報あるが、本日の食事は問題なく摂取する。

・長瀬　伸也様～妄想様の言動なし。本日の診察では主治医より内服薬を勧められるも拒否的言動聞かれておりまた自身の考えを人にへ押し付けるような自己中心的言動聞かれる。リモート面会ではスタッフの付き添いに「個人情報なので出て行ってください。」と強めの口調が聞かれている。母とは穏やかに会話出来ている。
・岡村　トミ様～食事は毎食1/4程度摂取。腰痛や更衣の希望等訴えが聞かれている。
　　　　　　　　食事以外は自室で過ごす。
・音喜多　秀男様～対面時穏やかで問題行動はない。帰宅要求もなくホールにて過ごす。
・木村　格治様～黒色の下痢便、便失禁がある。
内服に関する妄想的言動あるが拒薬はない。やや不機嫌さあるが過度ではなく高圧的言動もない。
・鈴木　德美様～昨夜23：00より排尿なく、食事は各食数口のみ摂取。痰がらみあり
　　　　　　　　吸引施行している。脱水の為午後より点滴2本の指示あり実施。発熱なし。15：00排尿を確認している。

・下野　和生様～10:00体温38.4℃ありクーリング施行し、14:00体温36.8℃に解熱している。痰鳴が続いており、適宜吸引施行し黄色痰多量に除去している。大転子部の褥瘡は改善傾向。
＜田名部Dr診察情報＞

・袴田　将志様～ブロナンセリン減薬し他同内容にて7日分処方となる。
・安達　貴浩様～処方変更なし。Bユニットでの1時間ずつの活動は他者トラブルにな
る可能性があるため一時中止との説明を主治医より受ける。
・小笠原　久年様～フルメジン（1）3T　1×毎食後中止。他同内容にて7日分処方となる。

・若沢　理子様～サインバルタ→ミルナシプラン（25）1Tへと変更。他同内容にて7
日分処方。

・高柳　和子様～左第1趾浸出液、炎症傾向のためゲンタマイシン1本処方。ジアゼ
パム止め、酸化マグネシウム(330)　1T　1×夕食後へ追加。他同内
容にて7日分処方となる。
・立花　圭様～処方変更なし。
・藤井　孝蔵様～エンシュアリキッド同内容にて1日分処方。本日昼よりブリックゼ
リー昼のみ開始となる。
・袴田　隆裕様～アリピプラゾール（12）中止となる。他同内容にて7日分処方。
免許の更新について母様より連絡あったが11/10（免許期限）まで状
態安定を図れたら外出可能とのこと。
・高橋　康一様～血圧高値あるためアムロジピンOD（2.5）1T　1×朝食後へ追加。他
同内容にて7日分処方。
・佐藤　セツ様～点滴ビーフリードへ混注していたアスパラK10ml中止。点滴他変わ
りなく1日分処方。
・小沢　和子様～コントミン（12.5）→（25）へと増薬。他同内容にて7日分処方と
なる。

＜皮膚科診察＞
・沖田　康夫様～稍軽快　同前処置。
・下野　和生様～漸次軽快　同前処置。
・藤井　孝蔵様～仙骨部　表皮剥離著明に軽快　アズノール軟膏処置継続。
・安達　貴浩様～著明に軽快　同前処置。
・水梨　孝純様～①右踵皮弁切除②顔面特変なし　同前処置。

・鈴木　徳美様～右踵特変なし　同前処置。
・木村　美智子様～爪稍軽減か、同前処置。

＜入院患者様情報＞
①日時：R2.9.10  11:39

　　氏名：松本　貴四郎（まつもと　きしろう）様

生年月日：昭和21年3月25日（74）

　　病名：レビー小体認知症

　　性別：男性

　主治医：馬渡Dr.

入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Bユニット

　

(経過）

R2.9.9、施設にて意識消失あり、八戸市立市民病院へ救急搬送。同院での精査では器
質的な異常は指摘されず、脱水による起立性失神が考えられるとされ、入院加療を勧
められるが精神症状落ち着かず自宅へ帰っていた。八戸市立市民病院より、当院での
診察を勧められ、本日受診。精査・薬剤調整目的にて、11：39東病棟Bユニットへ医
療保護入院となる。
・CSセット：Bプラン（オムツは持参）

・緊急時：搬送希望

・売店：上限なし

・義歯：無
②日時：R2.9.10  15：52

　　氏名：田代　浩太（たしろ　こうた）様

生年月日：昭和55年5月25日（40）

　　病名：薬物依存症　発達障害（注意欠陥多動症）疑い

　　性別：男性

　主治医：田名部Dr.

入院形態：任意入院

　　病棟：東病棟Aユニット

　

(経過）

　当院5/25初診。以後は当院には通院せず、6/1～東八戸病院へ通院し、上記診断に
て薬物療法を行っていた。自身が薬局で購入した薬剤への依存や過量服薬あり、家族
に対する粗暴行為もみられるようになっていた。本日自宅内で興奮し、両親への暴行
あり警察へ通報。同院での入院対応が難しい事から当院へ相談あり急遽受診。症状の
改善・薬剤調整目的にて15：52東病棟Aユニットへ任意入院となる。
・家族洗濯

・嗜好品：家族持参

・緊急時：搬送希望（市民病院）

